
食
い
違
う
。
つ
ま
り
『
素
問
研
』
の
『
素
問
』
の
底
本
は
顧
従
徳
本

で
は
な
い
と
断
定
で
き
る
が
、
底
本
は
ど
れ
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
文
字
の
明
確
な
一
四
条
の
句
に
つ
い
て
、

二
十
四
巻
本
の
顧
従
徳
本
・
周
日
本
・
寛
文
三
年
刊
本
、
十
二
巻
本

の
古
抄
本
・
元
刊
本
・
熊
宗
立
本
、
『
太
素
』
、
『
甲
乙
経
』
、
注
解
害

の
『
素
間
呉
註
』
・
一
素
問
集
注
』
・
『
類
経
』
と
総
合
的
に
校
勘
し
て

ゑ
た
が
一
四
条
す
べ
て
合
致
す
る
も
の
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
『
素
問
研
』
の
標
出
さ
れ
た
『
素
問
』
の
句
は
稲
葉
通

達
の
手
（
改
正
）
を
経
た
も
の
だ
ろ
う
。

４
ま
と
め

正
し
く
『
素
問
研
』
を
読
む
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
対
校
・
他

校
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
誤
っ
て
伝
抄
さ
れ

て
い
る
箇
所
も
数
多
く
あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
出
典
に
あ
た
っ
て

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
煩
些
な
作
業
を
経
て
こ
そ
『
素

問
研
』
の
『
素
間
識
』
を
こ
え
る
価
値
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
よ

員
ノ
○

（
川
口
市
）

鍼
灸
療
法
で
用
い
ら
れ
る
経
穴
、
い
わ
ゆ
る
シ
兼
の
名
称
に
つ
い

て
の
研
究
は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
医
学
害
以
外
の
中
国
古
典
の

中
で
経
穴
の
名
と
同
じ
語
が
特
定
の
意
味
を
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
て

い
る
例
を
集
成
す
る
作
業
の
報
告
は
未
見
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
九
八

九
年
よ
り
二
年
間
に
約
四
○
の
経
穴
に
つ
い
て
古
典
中
の
用
例
を
集

め
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
。

【
篦
器
】

出
典
⑩
『
書
經
』
夏
言
・
禺
貢
編
著
者
未
詳
戦
国
時
代
末
期
成

立
か

用
法
○
織
皮
、
嶌
嶮
、
析
支
、
渠
、
捜
。
西
戎
、
即
叙
。
（
織
皮
は
鹿

崎
、
析
支
、
渠
、
捜
。
西
戎
、
叙
に
即
く
）

夏
は
先
般
期
（
前
一
五
○
○
年
以
前
）
の
王
朝
で
、
龍
山
文
化
の
遺
跡

26

鍼
灸
経
穴
名
考
証
の
試
み

ｌ
穴
名
同
語
の
出
典
と
用
法
Ｉ

岩
井
佑
泉
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が
そ
の
所
在
か
と
言
わ
れ
る
。
禺
は
そ
の
伝
説
上
の
初
代
の
王
名
。

「
禺
貢
」
篇
は
戦
国
時
代
の
地
理
知
識
を
背
景
に
成
立
す
る
最
古
の

体
系
的
地
理
書
。
毛
織
者
を
着
た
（
あ
る
い
は
献
上
品
と
す
る
）
四
つ

の
西
戎
（
西
方
諸
部
族
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
罠
嶮
」
の
名
が
見
え

〉
（
》
Ｏ

出
典
②
『
荘
子
』
内
篇
・
大
宗
師
伝
・
荘
周
著
前
四
世
紀
成
立

か用
法
○
堪
坏
、
得
之
、
以
襲
筧
為
。
（
堪
坏
は
之
を
得
て
、
以
て
罠
需
に

い襲
る
）

「
之
」
と
は
道
の
こ
と
。
「
黄
帝
は
之
を
得
て
、
雲
天
に
登
る
」
等
と

続
く
。
堪
坏
は
山
神
の
名
で
、
嶌
嵩
は
道
を
得
た
彼
が
治
め
る
山
の

名
で
あ
る
。
同
じ
『
荘
子
』
の
外
篇
一
‐
知
北
遊
」
（
荘
周
学
派
の
継
承

者
に
よ
っ
て
前
二
世
紀
ま
で
に
成
立
か
）
に
は
「
（
道
を
知
ら
ざ
る
者
は
）

よ
ぎ

嶌
喬
を
過
ら
ず
、
太
虚
に
遊
ば
ざ
る
な
り
」
と
し
て
い
る
。
「
太
虚

に
遊
ぶ
」
中
継
点
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
山
名
と
い
う
よ
り
、
神
話

的
、
観
念
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
典
③
『
爾
雅
』
巻
七
澤
水
編
著
者
未
詳
前
二
世
紀
ま
で
に
成

立
か

用
法
○
河
出
嶌
帯
虚
、
色
白
。
（
河
は
崖
帯
虚
に
出
づ
、
色
白
し
）

音
の
郭
瑛
注
に
『
山
海
經
』
を
引
い
て
「
河
は
罠
鍔
西
北
隅
に
出

づ
」
と
、
ま
た
「
虚
は
山
下
の
基
也
」
と
い
う
。
神
話
的
な
山
名
か

ら
現
実
の
河
（
黄
河
）
の
源
と
い
う
認
識
の
移
行
が
見
ら
れ
る
。

出
典
⑳
『
太
上
黄
庭
外
景
經
』
編
著
者
未
詳
東
晉
・
永
和
一
二

年
（
三
五
六
年
）
王
義
之
の
写
本
あ
り

用
例
○
子
、
欲
不
死
、
修
篦
馬
。
（
子
よ
、
死
せ
ざ
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、

毘
擶
を
修
め
よ
）

唐
・
梁
邸
子
注
に
「
罠
需
と
は
頭
な
り
。
人
を
し
て
脳
中
の
泥
丸
を

養
は
令
め
ば
、
不
死
に
し
て
長
生
を
得
る
也
」
と
い
う
。

○
罠
需
之
上
、
不
迷
誤
。
（
昆
嵩
の
上
、
迷
誤
せ
ず
）

た
だ
し
王
義
之
の
写
本
に
「
見
嵩
之
性
」
と
あ
る
。
梁
邸
子
注
に

「
見
高
ほ
頭
と
為
す
也
。
其
の
中
に
遊
戯
す
る
所
。
日
月
運
行
し
、

寒
暑
更
々
易
り
、
終
に
誤
た
ざ
る
也
」
と
い
う
。
「
黄
庭
經
』
は
人

体
を
小
天
地
に
譽
え
、
山
中
の
楼
閣
、
堂
宇
を
臓
胴
に
な
ぞ
ら
え
、

ま
た
任
肺
、
督
脈
を
水
流
に
比
し
て
い
る
か
ら
頭
頂
を
天
下
の
河
源

で
あ
る
筧
嵩
に
し
て
い
る
の
は
あ
や
し
む
に
足
ら
な
い
。
『
資
生
經
』

に
い
う
「
「
明
堂
』
有
上
見
帯
、
又
有
下
筧
嵜
。
『
銅
人
』
只
云
罠

烏
、
而
不
載
下
罠
烏
。
豈
『
銅
人
』
不
全
耶
。
抑
、
名
不
同
。
未
可

知
也
」
と
。
頭
部
と
足
部
に
同
名
穴
の
あ
る
例
は
臨
泣
、
籔
陰
を
あ
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げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
霊
櫃
』
経
豚
に
「
膀
胱
足
太
陽
之
豚
、
起

於
目
内
皆
、
上
額
、
交
庫
。
：
｜
と
あ
る
通
り
、
上
尾
為
、
す
な
わ
ち

百
會
（
態
）
は
下
見
為
に
通
じ
て
い
る
こ
と
臨
泣
、
籔
陰
の
例
と
同

じ
て
あ
る
。
藤
堂
明
保
『
中
国
語
音
韻
論
』
に
よ
る
と
「
／
ｋ
ｌ
ｌ

ｌ
／
型
の
連
綿
字
は
、
丸
い
も
の
、
廻
転
、
空
っ
ぽ
な
ど
の
基
本
的

意
義
を
も
つ
」
と
さ
れ
る
が
、
「
嶌
烏
」
の
原
義
は
弁
髪
を
丸
め
て

頭
に
巻
い
た
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
系
部
族
（
先
）
の
称
で
は
な
か
っ
た
か
。
や

が
て
「
太
虚
」
（
空
っ
ぽ
）
に
通
じ
る
神
話
的
山
名
と
な
り
、
古
地
図

こ
一
つ

に
瓢
箪
（
壺
願
、
や
は
り
／
ｋ
ｌ
ｌ
ｌ
／
型
）
の
形
に
描
か
れ
る
河
源
と

さ
れ
、
人
体
に
あ
っ
て
は
「
丸
い
」
頭
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。

（
日
本
経
絡
学
会
）

石
ば
り
の
最
初
の
記
述
は
、
紀
元
前
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
頃

の
資
料
を
集
め
る
と
言
う
『
山
海
経
』
と
さ
れ
る
。
中
国
医
学
に
お

け
る
五
つ
の
治
療
法
の
起
源
を
五
つ
の
方
角
に
配
置
し
て
い
る
『
素

問
』
異
法
方
宜
論
篇
に
お
い
て
「
礎
石
は
東
方
よ
り
来
る
。
従
っ
て

東
方
に
配
置
さ
れ
る
」
と
説
述
し
て
い
る
。
ま
た
「
血
気
形
志
篇
」

王
氷
注
に
よ
れ
ば
「
石
は
石
鍼
を
謂
う
。
即
ち
礎
石
な
り
」
と
し
て

い
る
。一

方
一
一
－
ダ
ム
は
碇
の
用
語
に
つ
い
て
、
そ
の
著
『
中
国
の
ラ
ン

セ
ッ
ト
』
の
中
で
「
辞
書
編
纂
者
に
よ
り
〃
い
し
ば
り
〃
と
言
う
奇

妙
な
語
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

有
名
な
神
医
「
扁
鵲
」
は
礎
石
に
通
じ
、
扁
鵲
と
は
ま
た
「
石

鍼
」
を
さ
す
こ
と
、
な
い
し
は
「
石
鍼
の
神
の
名
」
で
あ
る
か
も
し

，'7
~0

古
典
に
み
る
砥
鍼
の
臨
床
的
意
義
に
つ

い
て

ｐ
坂
本
秀
治
・
○
”
市
川
太
郎
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